
- 233 -

一
九
二
○
年
代
に
お
け
る
施
蟄
存
の
文
学
社
団
活
動
を
め
ぐ
っ
て

―
―
蘭
社
か
ら
水
沫
社
ま
で
―
―

徐

暁

紅

一
九
二
三
年
、
わ
た
し
は
杭
州
の
之
江
大
学
で
学
ぶ
間
、
友
人
の
戴
望

舒
、
張
天
翼
ら
と
こ
の
小
雑
誌
を
作
っ
た
。
そ
の
時
、
ま
だ
鴛
鴦
蝴
蝶
派

文
人
で
あ
っ
た
た
め
、
た
い
そ
う
旧
文
学
め
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

（
一
）

こ
れ
は
施
蟄
存
（
一
九
〇
五
～
二
〇
〇
三
）
が
一
九
八
八
年
六
月
に
『
蘭
友
』

（
第
五
期
か
ら
第
十
七
期
）
を
上
海
図
書
館
に
寄
贈
す
る
際
、
収
納
ケ
ー
ス
用

に
書
い
た
記
念
の
文
章
冒
頭
の
一
節
で
あ
る
。
『
蘭
友
』
と
は
六
〇
余
年
前
に

施
が
文
学
青
年
た
ち
と
刊
行
し
て
い
た
旬
刊
誌
で
、
一
九
八
七
年
に
張
偉
に
よ

っ
て
徐
家
匯
蔵
書
楼
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
発
見
に
施
は
驚
喜
し
、
欠
本
の
四

期
分
は
「
こ
の
世
の
ど
こ
か
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
嘆
い
た
。

（
二
）

施
蟄
存
が
初
期
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
施
青
萍
」
を
用
い
て
い
た
時
期
の
同
人
誌
を

前
に
し
て
、
当
時
の
自
分
は
「
鴛
鴦
蝴
蝶
派
文
人
で
あ
っ
た
」
と
認
め
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。

そ
れ
か
ら
約
十
年
後
の
一
九
九
七
年
十
一
月
に
朱
健
国
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
た
と
き
も
、
施
蟄
存
は
「
中
学
の
時
に
は
鴛
鴦
蝴
蝶
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
回
想
な
ど
か
ら
も
施
蟄
存
と
鴛
鴦
蝴
蝶
派

（
三
）

（
以
下
、
「
鴛
派
」
と
略
す
）
と
の
深
い
関
係
が
窺
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
鴛
派

と
し
て
文
学
活
動
を
開
始
し
た
の
は
「
ほ
か
の
一
部
の
人
た
ち
は
私
よ
り
遅
か

っ
た
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
自
分
の
鴛
派
と
し
て
の
活
動
が
先
行
し
て
い
た
こ

（
四
）

と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
も
印
象
的
で
あ
る
。

一
方
、
三
〇
年
代
の
施
蟄
存
は
、
鴛
派
と
一
線
を
画
す
る
姿
勢
を
取
っ
て
い

た
。
一
九
三
三
年
の
上
海
で
左
翼
作
家
聯
盟
の
活
動
運
営
資
金
を
募
集
す
る
に

あ
た
っ
て
、
魯
迅
ら
文
壇
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
作
家
た
ち
が
『
創
作
的
経
験
』

（
天
馬
書
店
出
版
）
を
執
筆
し
た
際
に
、
施
も
「
我
的
創
作
生
活
之
歴
程
」
を

寄
稿
し
て
、
「
今
で
も
大
勢
の
人
た
ち
が
私
は
か
つ
て
鴛
鴦
蝴
蝶
派
文
人
で
あ

っ
た
と
非
難
し
、
そ
れ
は
私
の
不
名
誉
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

（
五
）

こ
の
言
葉
の
口
調
は
、
八
〇
年
代
に
自
ら
鴛
派
と
の
緊
密
な
関
係
を
認
め
た
文

章
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

施
蟄
存
が
鴛
派
と
自
ら
と
の
関
係
を
め
ぐ
り
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
発
言

を
行
っ
た
の
は
、
作
家
と
し
て
の
彼
自
身
の
成
長
や
、
文
芸
界
、
政
治
状
況
の

変
化
な
ど
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
五
四
時
期
の
文
学
地
図
に
お
け
る
施
蟄
存
の
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位
置
づ
け
を
行
う
た
め
に
は
、
『
蘭
友
』
の
発
刊
・
編
集
な
ど
の
資
料
を
発
掘

・
整
理
し
て
、
彼
の
初
期
文
学
活
動
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
小
論

で
は
筆
者
が
新
し
く
蒐
集
し
た
一
次
資
料
を
中
心
に
、
施
蟄
存
が
鴛
派
に
お
い

て
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
後
に
新
文
学
派
へ
と
「
転
進
」
し
、

さ
ら
に
水
沫
社
な
ど
新
興
社
団
活
動
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
を
鳥
瞰
し

た
い
。
ま
た
、
施
蟄
存
が
ど
の
よ
う
な
文
学
論
あ
る
い
は
文
学
的
立
場
を
標
榜

（
六
）

し
て
い
た
の
か
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
、
出
版
制
度
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
作
品

を
ど
の
よ
う
に
発
表
し
て
い
た
の
か
も
検
討
し
た
い
。
す
な
わ
ち
小
論
は
文
芸

誌
の
編
集
、
出
版
を
主
な
活
動
の
基
盤
と
し
た
施
蟄
存
と
そ
の
仲
間
と
の
社
団

活
動
の
変
遷
を
、
彼
の
外
国
文
学
の
紹
介
・
翻
訳
活
動
の
変
移
な
ど
を
視
野
に

入
れ
つ
つ
実
証
的
に
描
き
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

蘭
社
時
期

「
郷
関
」
杭
州
で
の
鴛
派
新
鋭
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー

五
四
新
文
化
運
動
期
の
『
新
青
年
』
、
『
新
潮
』
な
ど
の
新
文
学
刊
行
物
は

次
第
に
新
興
知
識
階
級
、
学
生
な
ど
の
支
持
を
得
て
活
性
化
し
、
一
九
二
一
年

に
編
集
方
針
を
新
文
学
派
へ
と
大
転
換
し
た
『
小
説
月
報
』
も
数
回
に
わ
た
り

増
刷
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
五
四
新
文
学
派
メ
デ
ィ
ア
は
更
に
多
く
の
読

者
を
獲
得
し
、
文
壇
で
の
権
威
的
地
位
を
確
固
も
の
に
す
る
た
め
に
、
文
学
の

娯
楽
性
、
通
俗
性
を
否
定
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
貫
き
、
市
民
の
間
で
大
流
行

す
る
文
学
に
一
律
「
鴛
鴦
蝴
蝶
派
」
と
い
う
蔑
称
を
与
え
た
が
、
読
者
数
に
お

（
七
）

い
て
は
鴛
派
に
対
し
相
変
わ
ら
ず
劣
勢
に
あ
っ
た
。

（
八
）

新
文
学
派
が
現
れ
る
前
か
ら
、
上
海
で
は
『
遊
戯
世
界
』
、
『
礼
拝
六
』
、
『
小

説
月
報
』
な
ど
、
文
芸
誌
の
発
行
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
近
代
メ
デ

ィ
ア
が
職
業
作
家
の
誕
生
を
促
し
た
と
言
え
る
。
次
節
で
は
施
蟄
存
が
最
初
に

（
九
）

活
躍
し
た
江
南
地
域
の
文
学
結
社
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

１
．
鴛
派
の
文
学
結
社

一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
中
国
で
は
、
文
学
社
団
、
小
型
の
文
学
刊
行
物
が
「
ナ

イ
ル
川
の
氾
濫
」
の
よ
う
に
登
場
し
て
い
る
。
霞
光
社
と
名
乗
る
社
団
か
ら
『
霞

（
一
〇
）

光
』
と
名
付
け
ら
れ
た
旬
刊
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
同
名
の
社
団
及

び
旬
刊
誌
は
少
な
く
と
も
四
種
以
上
が
数
え
ら
れ
、
異
な
る
発
行
人
に
よ
っ
て

蘇
州
、
杭
州
、
常
州
、
上
海
な
ど
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
調
べ
に
よ
る

と
、
一
九
二
三
年
前
後
に
上
海
、
蘇
州
、
杭
州
等
の
江
南
地
方
で
結
成
さ
れ
た

文
芸
社
団
の
数
は
少
な
く
と
も
百
社
以
上
に
の
ぼ
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
鴛
派
の
社
団
は
一
九
二
二
年
七
夕
に
蘇
州
で
結
成
さ
れ
た
星
社

と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
上
海
で
結
成
さ
れ
た
青
社
で
あ
り
、
各
社
団
は
「
雅
集
」

（
一
一
）

と
称
さ
れ
る
会
合
を
通
じ
て
文
芸
に
つ
い
て
討
論
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
い

る
。青

社
の
同
人
週
刊
誌
の
『
長
青
』
全
五
期
か
ら
は
、
当
時
の
同
人
文
芸
誌
の

（
一
二
）

あ
り
方
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
同
誌
は
青
社
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
食
事
会
の
最

中
に
発
行
計
画
を
相
談
し
、
二
二
年
九
月
三
日
に
創
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
発

刊
所
は
、
メ
ン
バ
ー
包
天
笑
の
上
海
の
住
所
、
愛
爾
近
路
慶
祥
里
一
百
五
十
九

號
半
で
あ
る
。
『
長
青
』
の
創
刊
号
に
廑
父
の
「
告
青
社
社
員
」
を
掲
げ
て
、

「
『
長
青
』
は
我
ら
メ
ン
バ
ー
全
員
の
心
血
の
花
で
あ
る
」
と
称
し
、
読
者
の

（
一
三
）

要
望
に
応
じ
「
難
解
な
欧
化
文
法
を
使
用
し
な
い
」
こ
と
、
新
文
学
派
の
糾
弾

に
対
し
、
「
屁
理
屈
の
非
難
を
し
な
い
」
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
青
社
同
人

は
鴛
派
週
刊
誌
『
礼
拝
六
』
の
趣
旨
に
賛
同
し
な
が
ら
、
『
長
青
』
を
読
者
の

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
す
で
あ
る
。
『
長

中国学の新局面
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青
』
に
掲
載
さ
れ
た
煙
橋
「
小
説
的
効
率
」
、
寄
塵
「
給
鄭
振
鐸
的
信
」
、
碧

梧
「
評
海
上
現
有
之
小
説
雑
誌
」
な
ど
に
は
鴛
派
の
文
学
観
が
端
的
に
現
れ
て

お
り
、
新
文
学
派
の
批
判
に
対
し
寛
容
な
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
、
共
に
中
国
文

学
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
と
い
う
願
望
を
述
べ
て
い
る
。
二
二
年
十
一
月
に
は
、

『
長
青
』
の
後
継
誌
『
最
小
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
鴛
派
作
家
及
び
彼
ら
と

提
携
し
た
若
手
作
者
た
ち
の
創
作
や
、
文
芸
批
評
な
ど
を
多
数
掲
載
し
た
。

当
時
、
蘇
州
、
杭
州
は
江
南
で
は
上
海
に
次
ぐ
重
要
な
文
学
活
動
の
中
心
地

で
あ
っ
た
。
星
社
の
若
手
メ
ン
バ
ー
、
黄
転
陶
は
蘇
州
で
元
社
を
発
起
し
、『
虎

林
』
、
『
癸
亥
』
な
ど
の
旬
刊
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
徐
碧
波
は
蘇
州
で
波
光

社
を
発
起
し
、
『
波
光
』
を
発
行
し
て
い
る
。
一
方
、
杭
州
に
は
戴
望
舒
、
施

蟄
存
ら
が
結
成
し
た
蘭
社
が
あ
り
、
『
蘭
友
』
、
『
芳
蘭
』
を
発
行
し
て
い
る
。

鍾
韻
玉
も
杭
州
で
緑
社
を
発
起
し
、
『
緑
玉
』
、
『
緑
痕
』
を
発
行
し
て
い
る
。

後
に
、
蘇
州
、
杭
州
で
結
成
さ
れ
た
社
団
は
そ
れ
ぞ
れ
「
蘇
党
」
、
「
杭
党
」

と
名
乗
っ
て
お
り
、
お
互
い
に
対
抗
し
な
が
ら
、
議
論
を
交
わ
し
た
。
施
蟄
存
、

徐
碧
波
、
黄
転
陶
ら
が
同
時
に
数
種
の
同
人
誌
の
執
筆
者
を
担
当
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
同
人
誌
の
発
行
の
盛
行
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

２
．
『
礼
拝
六
』
へ
の
投
稿
経
路

施
蟄
存
ら
一
九
〇
五
年
科
挙
廃
止
前
後
に
生
ま
れ
た
青
年
た
ち
は
、
一
九
二

一
年
頃
に
小
説
の
試
作
を
始
め
、
上
海
文
壇
で
の
デ
ビ
ュ
ー
を
目
指
す
一
方
、

自
前
の
文
学
結
社
の
結
成
を
模
索
し
て
い
た
。
彼
ら
は
幼
少
期
に
私
塾
に
通
っ

た
経
験
が
あ
る
た
め
、
中
国
古
典
文
学
の
素
養
も
豊
か
で
、
士
大
夫
の
審
美
観

・
趣
向
に
馴
染
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方
で
新
時
代
の
文
芸
思
潮
や
西
洋
の
新
事

物
に
対
し
旺
盛
な
興
味
を
抱
き
、
『
礼
拝
六
』
、
『
長
青
』
な
ど
を
愛
読
し
、
『
新

青
年
』
、
『
新
潮
』
な
ど
新
文
学
派
の
雑
誌
も
読
み
あ
さ
っ
て
い
た
。
李
涵
秋

（
一
八
七
四
～
一
九
二
三
）
ら
の
鴛
派
作
家
と
比
べ
る
と
一
回
り
以
上
も
年
下

で
あ
る
た
め
、
よ
り
多
様
で
柔
軟
な
文
学
的
趣
向
を
持
っ
て
い
た
。

施
蟄
存
は
一
九
二
一
年
頃
、
江
蘇
省
立
第
三
中
学
在
学
当
時
か
ら
小
説
「
廉

価
的
麪
包
」
、
「
恢
復
名
誉
之
夢
」
、
「
老
画
師
」
な
ど
を
創
作
し
、
こ
れ
ら
の

作
品
が
『
民
国
日
報
』
副
刊
「
覚
悟
」
や
、
『
礼
拝
六
』
な
ど
複
数
の
メ
デ
ィ

ア
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
彼
は
新
文
学
派
の
「
覚
悟
」
と
鴛
派
の

『
礼
拝
六
』
と
い
う
各
媒
体
の
流
派
に
合
わ
せ
て
、
異
な
る
創
作
ス
タ
イ
ル
を

使
い
分
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
覚
悟
」
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を

改
め
て
『
礼
拝
六
』
に
投
稿
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
『
礼
拝
六
』
は
投
稿
者
の
年

齢
、
出
身
を
問
わ
ず
、
社
会
人
、
学
生
な
ど
素
人
作
者
の
作
品
を
多
数
掲
載
し

て
お
り
、
文
学
青
年
に
と
っ
て
文
壇
へ
の
「
登
竜
門
」
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。

施
は
発
表
の
場
を
求
め
て
各
誌
に
投
稿
し
た
の
で
あ
る
。

「
覚
悟
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
廉
価
的
麪
包
」
に
は
社
会
批
判
的
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
前
触
れ
と
評
価
す
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
『
礼
拝
六
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
老
画
師
」
は
美
人
画
を
排
斥
し
、
自

ら
の
芸
術
観
を
一
生
貫
く
老
画
師
に
賛
美
を
お
く
り
、
俗
流
へ
の
批
判
を
露
わ

に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
出
来
具
合
は
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
り
、
ラ
ン
ク

付
け
は
難
し
い
。
む
し
ろ
各
誌
紙
が
同
一
作
者
の
同
一
傾
向
の
作
品
を
採
用
し

た
こ
と
は
、
各
誌
紙
間
の
編
集
傾
向
と
採
用
基
準
に
お
け
る
共
通
性
を
示
す
も

の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
新
文
学
派
、
鴛
派
両
者
の
間
に
明
確

な
境
界
線
を
引
く
こ
と
は
容
易
で
は
あ
る
ま
い
。

「
施
青
萍
」
署
名
の
旧
体
詩
、
文
言
小
説
、
エ
ッ
セ
ー
、
欧
化
小
説
、
翻
訳

な
ど
の
作
品
は
多
数
に
上
り
、
多
く
の
好
評
を
得
て
い
る
。
鴛
派
の
周
辺
で
活

（
一
四
）

躍
す
る
若
手
作
者
た
ち
が
結
社
の
卡
党
を
結
成
し
た
際
に
、
施
蟄
存
を
「
主
席
」

（
一
五
）

に
推
挙
し
た
こ
と
は
、
施
蟄
存
自
ら
が
回
想
す
る
よ
う
に
彼
が
「
鴛
派
の
リ
ー
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ダ
ー
」
で
あ
っ
た
か
ら
と
言
え
よ
う
。

『
礼
拝
六
』
、
『
半
月
』
が
読
者
の
投
稿
を
鴛
派
の
既
成
作
家
と
差
別
な
く

掲
載
し
て
い
た
こ
と
は
、
文
学
青
年
に
と
っ
て
魅
力
的
で
あ
っ
た
ろ
う
。
例
え

ば
、
黄
厚
生
は
『
小
説
月
報
』
へ
の
投
稿
作
品
が
文
学
研
究
会
の
会
員
作
家
と

別
格
に
扱
わ
れ
、
「
読
者
文
壇
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
不
満
を
述

べ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
「
読
者
文
壇
」
と
い
う
コ
ラ
ム
の
設
置
が
「
読
者
は
皆

卑
劣
下
層
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
」
も
の
、
す
な
わ
ち
読
者
に
対
す
る
一

（
一
六
）

種
の
差
別
で
あ
る
と
理
解
し
て
『
小
説
月
報
』
へ
の
投
稿
を
や
め
、
『
良
晨
』

な
ど
鴛
派
刊
行
物
に
投
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
施

蟄
存
ら
の
同
世
代
の
若
手
作
者
た
ち
も
、
新
文
学
派
雑
誌
に
対
し
黄
と
同
じ
印

象
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

３
．
蘭
社
の
文
学
活
動

金
理
が
二
〇
〇
八
年
の
著
書
『
従
蘭
社
到
「
現
代
」
―
以
施
蟄
存
、
戴
望
舒
、

杜
衡
及
劉
吶
鷗
為
核
心
的
社
団
研
究
』
で
、「
蘭
社
は
あ
ま
り
影
響
力
が
な
い
」

と
記
し
た
の
に
対
し
、
呉
福
輝
は
二
〇
一
〇
年
著
書
の
『
中
国
現
代
文
学
発
展

史
』
で
、
蘭
社
が
「
五
四
主
要
文
学
社
団
表
」
の
文
学
地
図
の
一
角
を
占
め
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
蘭
社
の
文
学
史
的
意
義
を
重
視
し
た
。
本
節
で
は
蘭
社

結
成
の
過
程
を
当
時
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
考
察

し
た
い
。

一
九
二
二
年
頃
、
宗
文
中
学
で
学
ぶ
戴
望
舒
は
蘭
社
を
立
ち
上
げ
、
周
辺
の

学
校
で
学
ぶ
馬
秋
騤
（
馬
鵑
魂
）
、
張
無
諍
（
張
天
翼
）
、
葉
為
耽
（
葉
秋
原
）
、

戴
滌
源
（
杜
衡
）
、
孫
昆
泉
、
李
伊
涼
ら
の
文
学
愛
好
者
が
同
社
の
創
設
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
蘭
社
に
同
年
秋
に
杭
州
の
之
江
大
学
に
入
学
し
た
施

蟄
存
も
間
も
な
く
加
入
し
、
文
学
に
最
も
造
詣
が
深
い
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

戴
望
舒
、
施
蟄
存
は
二
三
年
元
旦
同
人
誌
『
蘭
友
』
を
杭
州
清
吟
巷
七
号
で
創

刊
し
、
同
誌
に
は
他
の
社
団
同
人
誌
の
広
告
も
掲
載
し
、
作
品
を
交
換
掲
載
す

る
な
ど
江
南
各
地
の
文
芸
社
団
と
交
流
を
深
め
、
緊
密
な
江
南
地
域
間
の
文
学

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
た
め
、
そ
の
名
声
は
遠
く
ま
で
響

き
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
『
世
界
小
報
』
第
一
四
六
号
（
一
九
二

三
年
七
月
十
二
日
）
で
は
謝
鄂
常
が
、
「
蘭
友
。
蘭
友
旬
刊
。
小
説
を
主
体
と

す
る
。
編
集
者
は
す
べ
て
小
説
界
で
活
躍
中
の
者
で
あ
る
。
彼
ら
の
作
品
は
す

で
に
上
海
で
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
。
同
誌
の
編
集
方
法
と
内
容
は
全
浙
江
の

ト
ッ
プ
と
言
え
よ
う
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
ま
た
、
杭
州
緑
社
の
同
人
誌
『
緑

（
一
七
）

痕
』
で
は
、
阿
猫
（
鐘
韻
玉
）
の
「
談
談
杭
州
的
小
報
」
が
、
「
蘭
友
が
小
報

の
中
の
覇
者
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
に
知
ら
れ
て
い
る
。
蘭
社
メ
ン
バ
ー
の
心

血
の
結
晶
物
で
あ
り
、
そ
の
中
い
く
つ
の
作
品
は
と
て
も
有
名
で
あ
る
」
と
記

（
一
八
）

し
て
い
る
。

施
蟄
存
は
蘭
社
で
活
躍
し
な
が
ら
『
婦
女
旬
刊
』
（
杭
州
・
張
儷
娟
―
発
刊

地
・
編
集
者
、
筆
者
注
）
、
『
虎
林
』
、
『
癸
亥
』
（
蘇
州
・
黄
転
陶
）
、
『
波
光
』

（
蘇
州
・
徐
碧
波
）
、
『
微
光
』
（
上
海
・
姚
賡
夒
）
、
『
筆
鐸
』
（
蘇
州
・
金
君

珏
）
な
ど
の
文
芸
誌
の
執
筆
者
も
兼
ね
て
い
た
。
し
か
も
、
彼
は
自
分
の
著
作

『
紅
禅
集
』
、
『
中
国
小
説
史
』
及
び
蘭
社
同
人
の
著
作
『
心
弦
』
、
『
花
霧
』

な
ど
十
数
点
を
「
蘭
社
叢
書
」
と
し
て
上
海
大
東
書
局
か
ら
出
版
す
る
と
い
う

企
画
も
立
て
て
い
る
。

（
一
九
）

『
蘭
友
』
が
第
十
七
期
ま
で
発
行
さ
れ
て
か
ら
、
二
三
年
八
月
十
二
日
に
後

続
誌
『
芳
蘭
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
当
時
、
同
人
誌
発
刊
ブ
ー
ム
の
中
で
、
頻
繁

（
二
〇
）

に
誌
名
が
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
宣
伝
戦
略
と
し
て
練
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
恐
ら
く
蘭
社
も
同
人
誌
の
多
様
性
を
重
視
し
、
さ
ら
に
新
鮮
味
を
帯

び
た
『
芳
蘭
』
を
企
画
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
芳
蘭
』
は
同
人
の
作
風
の
色
彩
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を
一
層
強
調
す
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
名
前
を
冠
し
た
特
集
號
を
打
ち
出
し
た
。

ち
な
み
に
、
第
一
期
は
「
施
青
萍
」
（
施
蟄
存
の
筆
名
）
特
集
号
で
あ
る
。

（
二
一
）

一
九
二
三
年
九
月
上
旬
頃
、
施
蟄
存
、
戴
望
舒
ら
は
杭
州
を
離
れ
た
た
め
、

蘭
社
で
の
文
学
活
動
を
停
止
し
た
。
蘭
社
の
運
営
は
戴
望
舒
の
親
戚
戴
蝶
園
が

一
時
的
に
引
き
継
ぎ
、
後
に
馬
鵑
魂
に
編
集
部
の
幹
事
を
委
任
し
た
と
い
う
。

（
二
二
）

施
蟄
存
が
発
起
人
で
あ
る
維
娜
絲
（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
、
美
と
愛
の
女
神
）
文
学

会
の
活
動
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
『
蘭
友
』
第
十
一
期
（
一
九
二
三
年
五
月

一
日
）
の
署
名
「
蘭
」
の
「
文
壇
消
息
」
は
維
娜
絲
文
学
会
の
紹
介
を
掲
載
し

た
。
「
維
娜
絲
文
学
会
簡
章
」
は
同
会
の
「
三
つ
の
趣
旨
」
―
―
新
旧
の
意
見

を
打
破
し
、
会
員
の
内
面
的
な
情
感
に
応
じ
て
創
作
し
、
中
国
新
文
学
を
確
立

す
る
こ
と
、
中
国
の
旧
文
学
を
整
理
す
る
こ
と
、
世
界
文
学
を
研
究
し
紹
介
す

る
こ
と
を
趣
旨
―
―
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
宗
旨
は
一
見
、
文
学
研
究
会
の
趣

（
二
三
）

旨
と
大
差
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
趣
旨
の
一
で
の
新
文
学
の
確
立
に
つ
い
て
、

「
新
旧
の
意
見
を
打
破
す
る
」
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
よ
り
詳
し
い
問
題
意
識

を
取
り
上
げ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
「
簡
章
」
の
末
尾
に
加
え
ら
れ

た
、
「
青
萍
は
新
文
学
・
旧
文
学
と
も
に
研
究
と
心
得
が
あ
る
」
と
い
う
一
文

（
二
四
）

か
ら
は
、
新
旧
文
学
の
共
生
と
い
う
施
蟄
存
の
願
望
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

維
娜
絲
文
学
会
で
は
施
蟄
存
が
明
確
に
自
ら
の
文
学
観
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
そ
れ
は
後
に
発
表
さ
れ
る
「
新
旧
我
無
成
見
」
に
も
通
じ
て
い
た
。
彼
は

（
二
五
）

蘭
社
メ
ン
バ
ー
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
広
範
囲
か
ら
会
員
を
募
集
し
た
が
、
結
局

目
標
と
し
た
百
名
以
上
の
会
員
は
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
維
娜
絲
文

学
会
第
一
冊
目
の
叢
書
『
江
干
集
』
を
一
九
二
三
年
八
月
に
松
江
の
明
星
出
版

社
か
ら
発
行
し
た
こ
と
で
、
施
の
理
想
の
一
部
が
実
現
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

『
江
干
集
』
に
対
し
て
は
、
朱
智
先
が
『
最
小
』
で
、
徐
碧
波
、
金
君
珏
、

黄
転
陶
ら
が
『
世
界
小
報
』
で
そ
れ
ぞ
れ
称
賛
の
言
葉
を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た

（
二
六
）

『
世
界
小
報
』
で
も
編
集
者
姚
民
哀
ら
が
施
蟄
存
の
文
才
と
人
物
へ
の
高
い
評

価
を
語
り
、
「
畏
盧
（
林
紓
―
筆
者
注
）
の
精
微
な
要
所
を
す
で
に
捕
え
て
い

る
の
は
私
が
最
も
評
価
す
る
点
で
あ
り
、
強
引
に
新
旧
の
境
界
を
分
け
よ
う
と

し
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
両
者
に
従
い
な
が
ら
調
整
す
る
」
と
い
う
好
意
的
な

（
二
七
）

文
章
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
施
が
『
江
干
集
』
「
創
作
餘
墨
」
で
「
私
も
旧

派
作
家
の
一
員
に
は
な
り
た
く
な
い
し
、
新
派
作
家
の
一
員
に
な
り
た
い
と
は

更
に
思
わ
な
い
。
新
旧
を
調
和
す
る
者
に
も
な
り
た
く
な
い
。
私
は
た
だ
自
分

の
地
位
に
立
ち
、
私
の
意
志
に
合
致
す
る
筆
を
操
り
、
私
自
身
の
小
説
を
書
い

て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
、
新
旧
文
学
の
間
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
新
旧
文
学

（
二
八
）

を
超
越
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
文
学
を
作
る
と
い
う
抱
負
と
呼

応
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
に
対
し
、
旬
刊
誌
『
微
光
』
に
は
「
著
作
界
の
人
た

ち
み
な
が
こ
の
言
葉
を
繰
り
返
し
唱
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う
賛
同
が
寄
せ
ら
れ

（
二
九
）

て
も
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
新
旧
我
無
成
見
」
は
施
蟄
存
初
期
文

学
の
重
要
な
文
学
観
で
あ
り
、
後
期
文
学
創
作
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
に
、
施
蟄
存
は
蘭
社
の
同
人
た
ち
と
同
じ
文
学
環
境
を
共
有
し
、

大
体
同
じ
文
学
活
動
の
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
第
一
作
を
掲

載
し
た
媒
体
や
、
文
壇
で
の
彼
の
位
置
な
ど
を
見
る
と
、
ほ
か
の
同
人
と
は
異

な
る
様
相
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
彼
は
中
学
時
代
か
ら
す
で
に
作

家
を
目
指
し
て
い
た
が
、
近
代
中
国
文
学
の
黎
明
期
に
あ
っ
て
、
一
体
ど
の
よ

う
な
作
家
を
目
指
す
か
と
い
う
具
体
的
な
作
家
人
生
に
つ
い
て
の
展
望
は
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
廉
価
的
麪
包
」
を
掲
載
し
た
の
は
「
覚
悟
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
流
派
の
刊
行
物
に
第
一
作
が

掲
載
さ
れ
る
か
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
掲
載
自
体
が
作
家
志
望

の
彼
に
対
す
る
励
み
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
、
『
文
学
旬
刊
』
、
『
文
学

週
報
』
な
ど
の
新
文
学
派
刊
行
物
に
エ
ッ
セ
ー
、
書
評
な
ど
を
掲
載
し
な
が
ら
、
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『
半
月
』
、
『
世
界
小
報
』
へ
作
品
を
送
り
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
施
蟄

存
自
身
は
新
旧
文
学
の
間
に
境
界
線
を
引
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き

る
。ほ

か
の
蘭
社
の
メ
ン
バ
ー
黄
転
陶
は
十
三
、
四
歳
の
時
か
ら
『
玉
梨
魂
』
、

『
雪
鴻
泪
史
』
を
読
み
感
動
し
徐
枕
亜
に
憧
れ
、
彼
と
文
通
を
始
め
て
、
後
に

上
海
で
『
小
日
報
』
な
ど
の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
徐
碧
波
は
朱
鴛
雛
を
最
も
崇

拝
し
、
彼
の
文
言
小
説
を
愛
読
し
模
作
し
た
こ
と
も
あ
り
、
後
に
、
上
海
で
『
明

鏡
』
、
『
大
衆
月
刊
』
な
ど
の
鴛
派
刊
行
物
の
執
筆
者
、
編
集
者
と
な
る
。
同

じ
蘇
州
出
身
の
金
君
珏
は
鶯
鳴
社
を
結
成
し
、
高
雅
な
文
辞
に
溢
れ
る
『
鶯
鳴
』

を
発
刊
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
施
蟄
存
と
同
じ
文
学
環
境
を
共
有
し
な
が

ら
も
、
鴛
派
に
の
み
憧
れ
、
施
の
掲
げ
て
い
た
「
新
旧
の
意
見
を
打
破
す
る
」

と
い
う
見
識
を
抱
く
こ
と
も
な
く
、
新
文
学
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
度
量
が
な

か
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
三
○
年
代
後
半
ま
で
鴛
派
周
辺
で
活
動
し
続
け
、

同
派
予
備
軍
か
ら
海
派
の
主
要
作
家
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二

上
海
を
拠
点
と
す
る
新
た
な
結
社
活
動
及
び
翻
訳
の
才

能
の
開
花

１
．
青
鳳
文
学
会
―
上
海
大
学
時
期
の
文
学
結
社

一
九
二
三
年
秋
、
之
江
大
学
を
退
学
し
た
施
蟄
存
は
、
文
学
的
な
素
養
を
深

め
る
た
め
、
宗
文
中
学
を
卒
業
し
た
戴
望
舒
と
共
に
文
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
て

い
る
上
海
大
学
に
入
学
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
文
学
活
動
の
舞
台
は
杭

州
か
ら
上
海
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
上
海
大
学
で
施
蟄
存
ら
は
「
青
鳳
文
学
会
」

の
結
成
に
踏
み
切
っ
た
。
二
三
年
十
二
月
七
日
『
民
国
日
報
』
副
刊
「
覚
悟
」

の
「
文
芸
界
消
息
」
欄
の
記
事
「
上
海
大
学
底
両
個
文
芸
団
体
」
の
中
に
青
鳳

文
学
会
の
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

我
々
は
と
て
も
愉
快
に
自
由
に
結
集
し
、
協
力
し
て
我
々
の
愛
す
る
文

学
を
研
究
し
て
お
り
、
現
在
、
我
々
は
ま
る
で
鳳
凰
の
よ
う
に
香
木
の
中

で
燃
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
我
々
は
将
来
の
美
麗
と
不
滅
を
望
む
た

め
、
青
鳳
を
我
ら
が
集
団
の
名
前
と
す
る
。

我
々
に
は
一
定
の
組
織
も
な
く
、
規
則
も
な
く
、
何
の
宣
言
も
な
い
。

た
だ
我
々
は
愉
快
に
我
ら
が
同
志
に
告
げ
る
の
み
だ
。
『
我
ら
が
青
鳳
文

学
会
は
本
日
を
も
っ
て
成
立
し
た
』
と
。

（
三
〇
）

ま
た
、
『
小
説
月
報
』
（
第
十
五
巻
第
一
号
、
一
九
二
四
年
一
月
）
の
「
国

内
文
壇
消
息
」
も
「
青
鳳
文
学
会
」
の
紹
介
や
、
『
青
鳳
』
季
刊
、
同
会
叢
書

の
出
版
予
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
四
年
一
月
五
日
、
『
民
国

日
報
』
副
刊
「
平
民
」
第
一
八
七
期
に
掲
載
さ
れ
た
施
蟄
存
の
「
波
斯
詩
人K

abhl

マ

マ

G
ilran

的
散
文
詩
」
の
下
に
、
ハ
リ
ー
ル
・
ジ
ブ
ラ
ー
ン
の
作
品
集
『
先
駆
』
、

『
瘋
人
』
が
近
々
青
鳳
文
学
会
よ
り
訳
出
さ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

実
際
に
は
、
青
鳳
文
学
会
は
維
娜
絲
文
学
会
と
同
じ
運
命
を
辿
り
、
具
体
的
な

活
動
を
展
開
せ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
上
海
大
学
史
に
関
す
る

書
籍
は
、
学
生
の
社
団
と
し
て
「
青
鳳
文
学
会
」
を
取
り
上
げ
て
簡
単
な
紹
介

（
三
一
）

を
載
せ
て
お
り
、
同
会
の
短
い
成
立
宣
言
も
重
要
な
資
料
と
し
て
見
な
し
て
い

る
。青

鳳
文
学
会
は
湖
波
社
（
上
記
の
「
覚
悟
」
の
記
事
で
青
鳳
文
学
会
と
一

緒
に
紹
介
さ
れ
る
上
海
大
学
の
文
学
結
社
）
と
並
び
称
さ
れ
た
社
団
で
、
同
時

代
の
社
団
の
中
で
時
世
に
合
わ
せ
た
新
文
学
的
な
革
新
性
を
持
つ
一
方
で
、
依

然
と
し
て
鴛
派
と
の
交
遊
が
あ
り
、
伝
統
的
審
美
感
の
範
囲
を
脱
し
て
い
な
い

新
旧
二
重
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
九
二
三
年
秋
に
上

（
三
二
）

海
大
学
に
入
学
し
た
頃
、
施
、
戴
両
人
は
蘇
州
の
星
社
が
小
倉
別
荘
で
開
い
た
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一九二○年代における施蟄存の文学社団活動をめぐって

第
十
回
雅
集
を
訪
ね
、『
江
干
集
』
を
星
社
の
メ
ン
バ
ー
に
贈
呈
し
た
。
ま
た
、

（
三
三
）

一
九
二
五
年
五
月
に
「
施
青
萍
」
署
名
の
作
品
が
鴛
派
の
雑
誌
『
半
月
』
に
掲

載
さ
れ
た
こ
と
、
徐
碧
波
と
大
同
大
学
付
近
の
半
淞
園
に
遊
園
し
た
こ
と
、
黄

転
陶
、
金
君
珏
ら
と
の
往
復
書
簡
の
や
り
と
り
な
ど
も
、
施
が
新
旧
二
つ
の
世

界
を
往
来
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。

施
蟄
存
の
年
譜
資
料
に
よ
る
と
、
彼
が
『
創
造
週
報
』
に
「
残
花
」
を
含
む

二
本
の
短
篇
小
説
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
『
創
造
週
報
』
第
四
十
六
期
に
郭
沫

若
の
施
蟄
存
手
宛
て
の
公
開
書
簡
が
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
励
み
と

（
三
四
）

な
っ
た
。
し
か
し
諸
事
情
に
よ
っ
て
、
投
稿
作
の
創
造
社
刊
行
物
で
は
掲
載
は

実
現
せ
ず
、
こ
の
こ
と
が
施
蟄
存
に
与
え
た
シ
ョ
ッ
ク
は
恐
ら
く
大
き
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
投
稿
先
刊
行
物
の
不
安
定
な
出
版
状
況
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
作

品
が
順
調
に
発
表
で
き
な
か
っ
た
経
験
に
よ
り
、
や
は
り
自
分
で
文
芸
誌
を
発

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
強
ま
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
後
も
文
芸
誌
発
刊
頓
挫
の
経
験
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
施
蟄
存
ら
に
と
っ

て
、
巨
大
な
資
金
を
提
供
し
て
く
れ
る
劉
吶
鷗
と
の
数
年
後
の
出
会
い
が
、
本

格
的
な
出
版
事
業
の
幕
開
け
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

２
．
瓔
珞
社
―
―
外
国
文
学
試
訳
及
び
小
説
創
作

施
蟄
存
は
上
海
大
学
で
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
「
上
海
大
学
的
精
神
」

を
『
民
国
日
報
』
副
刊
「
覚
悟
」
に
投
稿
し
た
が
、
や
が
て
半
年
後
、
「
こ
の

学
校
で
の
勉
強
は
よ
く
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
た
め
、
上
海
大
学
を
退
学
し

（
三
五
）

た
。
そ
の
後
、
施
蟄
存
は
再
び
大
同
大
学
、
震
旦
大
学
に
再
入
学
し
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
に
専
念
し
、
戴
望
舒
、
杜
衡
ら
と
共
に
「
瓔
珞
社
」
を
結

成
し
、
一
九
二
六
年
三
月
十
六
日
旬
刊
誌
『
瓔
珞
』
（
瓔
珞
社
の
通
信
処
は
臨

時
的
に
施
蟄
存
の
松
江
の
実
家
に
設
置
さ
れ
た
）
を
発
刊
し
た
。
「
瓔
珞
」
は

「
微
小
貴
重
の
意
味
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
（
瓔
珞
は
元
々
古
代
の
珠
玉
で

こ
れ
を
連
ね
て
貴
重
な
る
首
飾
り
と
す
る
）
」
。

（
三
六
）

『
瓔
珞
』
に
は
施
蟄
存
と
戴
望
舒
、
杜
衡
の
散
文
、
詩
、
翻
訳
作
品
及
び
施

蟄
存
の
小
説
が
そ
れ
ぞ
れ
各
自
複
数
の
異
な
る
筆
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

（
三
七
）

の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
戴
望
舒
と
杜
衡
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
経
験
を
持
つ

東
南
大
学
の
著
名
教
授
李
思
純
、
傅
東
華
の
翻
訳
に
対
し
、
誤
訳
を
逐
一
に
指

摘
し
た
文
章
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
こ
で
自
ら
の
文
芸
集
団
が
新
文
学
派
に
劣
ら

な
い
外
国
語
の
レ
ベ
ル
と
、
文
学
鑑
賞
力
を
持
つ
こ
と
を
宣
告
し
た
と
も
言
え

よ
う
。

（
三
八
）『

瓔
珞
』
に
発
表
さ
れ
た
施
蟄
存
の
「
周
夫
人
」
は
フ
ロ
イ
ト
の
心
理
分
析

的
な
手
法
の
触
発
を
受
け
た
作
品
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
『
広
州
民
国
日
報
』

に
は
一
九
二
三
年
九
月
八
日
か
ら
「
秋
水
」
訳
の
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
が
連
載

さ
れ
て
お
り
、
同
時
期
の
同
紙
掲
載
の
署
名
「
青
萍
」
の
筆
記
が
施
蟄
存
の
『
半

月
』
に
発
表
し
た
「
紅
禅
記
漫
行
」
の
抜
粋
で
あ
る
た
め
、
施
蟄
存
が
『
蒲
団
』

中
国
語
訳
を
手
に
と
っ
て
読
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
『
東

（
三
九
）

方
雑
誌
』
一
九
二
六
年
一
月
十
日
号
に
も
夏
丏
尊
訳
『
蒲
団
』
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
夏
訳
『
蒲
団
』
が
施
蟄
存
に
示
唆
を
与
え
た
と
論
じ
ら
れ
て

い
た
が
、
『
蒲
団
』
初
訳
は
二
年
繰
り
上
が
る
。
し
た
が
っ
て
、
施
蟄
存
「
周

夫
人
」
は
日
本
の
自
然
主
義
的
な
手
法
を
応
用
し
て
も
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
施
蟄
存
は
初
期
文
学
活
動
を
通
じ
て
戴
望
舒
、
杜
衡
と
強

い
絆
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文
学
的
関
心
を
抱
き
な
が
ら
も
、
外
国
文
学

の
翻
訳
や
、
詩
、
小
説
の
創
作
な
ど
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
く
。
そ
の
後
、
施

蟄
存
は
本
格
的
に
「
新
路
径
」
を
歩
み
始
め
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
、
ク
ヌ
ー
ト

（
四
〇
）

・
ハ
ム
ス
ン
の
心
理
小
説
を
翻
訳
し
な
が
ら
、
心
理
分
析
的
手
法
を
用
い
て
続

々
と
作
品
を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
四
一
）
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中国学の新局面

三

水
沫
社
時
期
―
―
本
格
的
な
出
版
事
業
の
ス
タ
ー
ト

一
九
二
六
年
秋
、
施
蟄
存
は
震
旦
大
学
に
学
ぶ
間
に
、
戴
望
舒
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
で
あ
っ
た
劉
吶
鷗
と
知
り
合
い
、
文
芸
に
対
す
る
深
い
興
味
を
共
有
し
て

い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
親
交
が
始
ま
っ
た
。
劉
吶
鷗
は
天
文
台
（
徐
家

匯
）
付
近
の
施
、
戴
の
住
居
を
度
々
訪
ね
、
彼
ら
に
日
本
語
を
教
え
、
日
本
の

新
興
文
芸
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
文
芸
誌
創
刊
が
話
題
と
な
り
、
劉

（
四
二
）

吶
鷗
は
『
近
代
心
』
と
い
う
刊
名
さ
え
考
案
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
四
三
）

一
九
二
七
年
四
・
一
二
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
の
後
、
劉
吶
鷗
は
日
本
に
行
き
、

施
蟄
存
ら
は
上
海
の
大
学
で
の
勉
強
を
終
え
、
松
江
の
実
家
に
滞
在
し
、
共
に

翻
訳
、
創
作
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
戴
望
舒
は
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
シ
ャ
ト

ー
ブ
リ
ア
ン
の
作
品
、
杜
衡
は
ド
イ
ツ
詩
人
ハ
イ
ネ
の
『
ハ
ル
ツ
紀
行
』
、
施

蟄
存
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
詩
人
イ
ェ
イ
ツ
の
詩
と
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
の
『
ベ
ル
タ

・
ガ
ル
ラ
ン
夫
人
』
な
ど
の
翻
訳
に
没
頭
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
松
江
を
舞
台

と
す
る
「
文
学
工
場
」
の
幕
開
け
と
な
る
。

二
八
年
頃
に
は
、
北
京
よ
り
南
下
し
て
き
た
馮
雪
峰
が
新
た
に
「
文
学
工
場
」

の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
昇
曙
夢
、
森
鴎
外
、
石
川
啄
木
ら
の
作
品
を
施
ら
に

紹
介
す
る
な
ど
刺
激
的
な
文
芸
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
ソ
連
文
学
に
耽
読
す
る

馮
雪
峰
の
影
響
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
「
新
ロ
シ
ア
詩
集
」
の
出
版
を
計
画
し
た

こ
と
も
あ
る
。
後
に
『
莽
原
』
に
倣
っ
た
月
刊
誌
『
文
学
工
場
』
の
発
行
計
画

（
四
四
）

を
立
て
、
第
一
期
は
す
で
に
最
終
の
製
版
段
階
に
入
っ
た
が
、
発
行
元
の
光
華

書
局
側
責
任
者
の
沈
松
泉
が
、
内
容
が
急
進
的
過
ぎ
る
と
反
対
し
た
た
め
中
止

さ
れ
た
。
二
八
年
三
月
に
杜
衡
の
翻
訳
作
品
『
タ
イ
ス
』
（
フ
ラ
ン
ス
作
家
ア

（
四
五
）

ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
）
を
「
水
沫
社
彳
亍
叢
書
」
と
し
て
開
明
書
店
か
ら

（
四
六
）

出
版
し
、
水
沫
社
と
い
う
社
団
名
が
初
め
て
印
字
さ
れ
た
。
一
方
、
再
び
日
本

か
ら
戻
っ
て
き
た
劉
吶
鷗
は
、
二
七
年
秋
戴
望
舒
と
の
北
京
旅
行
の
最
中
に
北

新
書
店
を
訪
ね
、
書
店
の
経
営
や
、
書
籍
の
発
行
業
務
を
興
味
津
津
に
考
察
し
、

書
店
経
営
を
考
え
始
め
て
い
た
。
や
が
て
上
海
に
戻
る
と
施
蟄
存
ら
と
共
に
文

芸
誌
出
版
活
動
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
文
芸
書
の
販
売
業
務
に
携
わ
る

「
第
一
線
書
店
」
を
北
四
川
路
西
寶
興
路
の
辺
り
に
設
置
し
た
。
二
八
年
九
月

（
四
七
）

十
日
に
は
半
月
刊
誌
『
無
軌
列
車
』
創
刊
号
を
発
行
し
、
「
永
遠
に
延
期
発
行

に
し
な
い
こ
と
を
保
証
で
き
る
」
と
誓
言
し
、
「
あ
な
た
の
こ
れ
ら
の
多
く
の

（
四
八
）

欲
望
を
満
た
す
最
も
精
緻
な
小
雑
誌
」
（
こ
こ
で
の
「
あ
な
た
」
は
読
者
を
指

し
て
い
る
―
筆
者
注
）
を
目
指
す
と
宣
伝
し
て
い
る
。
同
時
に
開
業
を
記
念
し

（
四
九
）

て
、
劉
吶
鷗
の
日
本
文
学
翻
訳
書
『
色
情
文
化
』
、
杜
衡
の
小
説
集
『
石
榴
花
』
、

（
五
〇
）

胡
也
頻
の
小
説
集
『
向
何
處
去
』
等
が
、
「
第
一
線
書
店
出
板
新
書
」
と
し
て

マ
マ

出
版
さ
れ
た
。

「
第
一
線
」
と
は
、
「
一
等
、
一
流
」
の
意
味
合
い
で
あ
る
が
、
当
局
か
ら

（
五
一
）

革
命
的
、
急
進
的
な
赤
化
書
籍
と
関
わ
っ
て
い
る
と
疑
わ
れ
た
た
め
、
や
む
を

得
ず
、
水
沫
社
に
ち
な
ん
で
「
水
沫
書
店
」
と
改
名
し
、
『
無
軌
列
車
』
も
第

八
号
以
て
停
刊
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
水
沫
書
店
は
購
買
部
を
四
馬
路
望
平

街
西
に
、
雑
誌
部
、
批
発
部
、
出
版
部
、
編
輯
部
を
共
に
日
本
人
街
の
北
四
川

路
海
寧
路
の
公
益
坊
Ｙ
第
一
七
三
四
号
（
現
在
の
横
浜
橋
付
近
）
に
あ
る
二
階

建
て
の
「
石
庫
門
」
の
貸
家
に
設
置
し
、
初
め
て
正
式
に
出
版
社
と
し
て
経
営

を
始
め
た
。
水
沫
書
店
か
ら
最
初
に
出
版
し
た
の
は
「
今
日
文
庫
」
、
「
水
沫

叢
書
」
の
同
人
シ
リ
ー
ズ
著
書
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
九
年
九
月
十
五
日
、

水
沫
社
は
「
唯
一
の
中
国
現
代
文
芸
月
刊
」
と
標
榜
す
る
『
新
文
芸
』
を
創
刊

（
五
二
）
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し
た
。
『
新
文
芸
』
は
『
無
軌
列
車
』
や
、
か
つ
て
の
『
蘭
友
』
と
同
じ
く
、

同
人
作
品
や
、
他
社
の
文
芸
誌
の
広
告
も
掲
載
し
て
お
り
、
ク
ヌ
ー
ト
・
ハ
ム

ス
ン
等
の
外
国
作
家
に
関
す
る
紹
介
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
編
集
者
と

し
て
の
施
蟄
存
の
当
時
の
関
心
の
あ
り
様
が
う
か
が
え
る
。

水
沫
社
は
「
日
本
文
壇
の
左
翼
作
品
盛
行
の
影
響
を
受
け
、
左
翼
作
家
の
大

本
営
と
な
り
、
左
翼
分
子
は
よ
く
同
書
店
の
二
階
を
借
り
て
会
議
を
開
い
た
」

（
五
三
）

と
、
劉
吶
鷗
が
知
人
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
馮
雪
峰
を
通
じ
て
魯
迅
、
夏
衍

な
ど
の
左
翼
作
家
の
著
訳
書
を
水
沫
書
店
か
ら
出
版
し
て
も
い
る
。
そ
の
ほ
か

に
、
「
新
興
文
学
叢
書
」
、
「
現
代
作
家
小
集
」
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
論
叢
」
、

「
俄
羅
斯
短
篇
傑
作
集
」
、
「
法
蘭
西
短
篇
傑
作
集
」
な
ど
の
図
書
を
続
々
と

出
版
し
、
上
海
の
出
版
業
界
の
重
鎮
と
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
、
同
社
が
「
科

学
的
芸
術
論
叢
書
」
の
出
版
計
画
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
江
書
舗
、

光
華
書
局
な
ど
の
出
版
社
も
マ
ル
ク
ス
理
論
関
係
の
書
物
も
出
版
し
、
一
種
の

ブ
ー
ム
が
呼
び
起
こ
さ
れ
た
。

（
五
四
）

一
九
三
〇
年
四
月
十
五
日
、
左
翼
文
芸
に
転
じ
た
ば
か
り
の
『
新
文
芸
』
は

当
局
の
弾
圧
に
よ
り
「
廃
刊
号
」
を
出
版
し
、
水
沫
書
店
自
体
も
業
務
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
十
月
、
水
沫
書
店
を
東
華
書
店
と
再
び
改
名
す
る
も

の
の
、
水
沫
社
は
衰
退
期
に
突
入
し
て
い
く
。
書
籍
販
売
業
務
を
一
旦
中
止
し
、

聯
合
書
店
の
店
舗
を
借
り
て
水
沫
社
の
臨
時
店
と
し
、
元
の
購
買
部
で
の
営
業

（
五
五
）

を
再
開
し
、
新
書
数
十
種
の
出
版
を
計
画
し
た
が
や
が
て
一
九
三
二
年
上
海
事

（
五
六
）

変
後
に
は
、
東
華
書
店
は
完
全
に
閉
店
す
る
こ
と
と
な
り
、
「
将
来
中
国
唯
一

の
一
流
の
文
芸
書
書
店
を
目
指
す
」
と
い
う
水
沫
社
同
人
の
希
望
も
「
水
沫
」

（
五
七
）

の
二
文
字
の
通
り
、
は
か
な
く
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
水
沫
社
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
道
を
歩
み
始
め
た
。
劉

吶
鷗
は
『
無
軌
列
車
』
時
期
か
ら
持
ち
始
め
た
映
画
理
論
、
映
画
製
作
へ
の
関

心
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
き
、
そ
の
後
数
年
間
は
中
国
映
画
界
で
活
躍
す
る
こ
と

に
な
る
。
戴
望
舒
は
杭
州
の
実
家
に
戻
り
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
準
備
を
始
め
る
。

杜
衡
は
上
海
の
家
に
こ
も
っ
て
翻
訳
に
専
念
し
た
。
施
蟄
存
は
引
き
続
き
松
江

の
中
学
校
で
教
鞭
を
執
り
、
一
九
三
二
年
に
『
現
代
』
の
編
集
者
に
な
る
ま
で

松
江
で
静
か
に
暮
ら
す
の
で
あ
っ
た
。

水
沫
社
に
関
す
る
叙
述
に
は
、
施
蟄
存
の
「
我
們
経
営
過
三
個
書
店
」
及
び

（
五
八
）

先
行
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
以
下
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ

て
い
な
い
施
蟄
存
の
文
学
活
動
を
見
て
み
よ
う
。
施
は
蘭
社
時
期
に
お
け
る
叢

書
編
集
の
経
験
を
下
敷
き
と
し
て
、
水
沫
社
で
敏
腕
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
し
、
水
沫
社
同
人
及
び
外
国
文
学
の
叢
書
数
種
の
出
版
も
計
画
し
た
。

さ
ら
に
『
無
軌
列
車
』
、
『
新
文
芸
』
の
編
集
や
出
版
関
係
の
業
務
に
携
っ
た

こ
と
で
、
後
に
大
型
雑
誌
『
現
代
』
の
編
集
者
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
経
験

を
も
蓄
積
し
た
。
維
娜
絲
文
学
会
、
青
鳳
文
学
会
、
瓔
珞
社
の
時
期
に
示
し
た

外
国
文
学
の
系
統
的
な
紹
介
や
翻
訳
へ
の
意
欲
は
、
水
沫
社
時
期
に
実
現
で
き

た
。
ま
た
、
「
現
代
派
文
学
の
始
祖
」
と
言
わ
れ
る
ハ
ム
ス
ン
に
深
い
関
心
を

（
五
九
）

示
し
、
『
新
文
芸
』
に
日
本
の
北
欧
文
学
研
究
者
宮
原
晃
一
郎
の
ハ
ム
ス
ン
論

を
掲
載
し
、
章
鉄
民
訳
の
ハ
ム
ス
ン
の
代
表
作
『
餓
』
も
出
版
し
、
自
ら
も
ハ

ム
ス
ン
の
『
恋
愛
三
昧
』
（
原
題
『P

an

』
）
を
翻
訳
し
た
。
加
え
て
、
一
九
二

七
年
頃
に
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
へ
の
関
心
を
持
ち
始
め
、
数
種
の
翻
訳
を
行
う
な

ど
、
す
な
わ
ち
人
間
の
内
面
心
理
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
く
。
こ
れ
は
水
沫
社

で
の
編
集
、
出
版
活
動
か
ら
見
ら
れ
る
施
蟄
存
文
学
の
特
色
の
一
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
水
沫
社
で
の
施
蟄
存
の
出
版
活
動
に
関
し
て
は
、
マ
ル
ク
ス
関
係

の
叢
書
及
び
魯
迅
の
訳
書
の
出
版
に
重
き
を
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
彼
の
創

作
集
『
上
元
灯
』
の
出
版
の
意
義
は
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
。
『
上
元
灯
』
は
施

が
自
家
版
『
江
干
集
』
刊
行
後
、
初
め
て
上
海
で
創
作
し
出
版
し
た
作
品
集
で
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あ
り
、
文
壇
で
の
名
声
の
確
立
と
は
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。『
上
元
灯
』

に
は
文
壇
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
葉
聖
陶
、
朱
湘
、
沈
従
文
、
王
哲
甫
、
邵
洵

美
、
沈
善
坚
ら
が
称
賛
の
文
章
を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
『
上
元
灯
』
の
好
評
は

水
沫
社
の
メ
ン
バ
ー
、
同
人
誌
の
編
集
者
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
と
無
関
係
で
は

な
さ
そ
う
だ
。
こ
の
水
沫
社
時
期
に
彼
は
上
海
文
壇
で
活
躍
す
る
沈
従
文
、
徐

霞
村
、
葉
霊
鳳
、
章
克
標
、
邵
洵
美
、
朱
維
基
、
林
微
音
、
郭
建
英
ら
と
親
交

を
持
ち
始
め
、
広
範
な
人
脈
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
施
蟄
存
の
水
沫
社
で
の
出
版
活
動
に
は
「
新
旧
我
無
成
見
」
と
い

う
文
学
観
が
濃
厚
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
施
、
戴
望
舒
ら
は
馮
雪
峰
の

勧
め
で
『
新
俄
詩
選
』
を
翻
訳
す
る
一
方
、
ダ
ウ
ソ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
の
古
風
な

弾
詞
に
も
興
味
を
示
し
、
戴
は
『
屋
卡
珊
和
尼
各
莱
特
』
（
『
オ
オ
カ
ッ
サ
ン

と
ニ
コ
レ
ッ
ト
』
、
『A

ucassin
et
N
icolette

』
―
十
三
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
作
者

不
明
の
歌
物
語
）
を
翻
訳
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
一
九
二
九
年
七
月

に
水
沫
書
店
か
ら
施
蟄
存
校
点
に
よ
る
明
の
董
若
雨
著
の
古
典
小
説
『
西
游
補
』

を
出
版
し
、
「
書
相
国
寺
摂
景
甲
」
、
「
書
相
国
寺
摂
景
乙
」
、
「
李
清
照
詞
的
標

点
」
な
ど
士
大
夫
的
な
詩
趣
が
溢
れ
る
エ
ッ
セ
ー
も
書
い
て
い
る
。
更
に
戴
の

『
屋
卡
珊
和
尼
各
莱
特
』
に
寄
せ
た
序
文
「
中
世
紀
的
行
吟
詩
人
」
で
は
、
こ

れ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
の
古
代
弾
詞
を
中
国
の
「
伝
奇
文
学
」
と
比
較
し
な
が
ら
吟

味
し
て
は
い
か
が
、
と
読
者
に
勧
め
て
も
い
る
。
王
文
彬
は
戴
望
舒
に
つ
い
て

「
新
旧
混
淆
す
る
複
雑
で
多
元
的
な
文
化
思
想
が
基
調
を
成
し
て
い
る
」
と
批

（
六
〇
）

評
し
て
い
る
が
、
戴
と
の
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
施
蟄
存
に
は
多
か
れ
少
な
か

れ
こ
の
戴
と
似
た
感
受
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。
水
沫
社
時
期
で
も
施
蟄
存
は
「
新

旧
我
無
成
見
」
の
文
学
観
を
一
貫
し
て
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ

注
目
す
べ
き
は
、
ハ
ム
ス
ン
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
の
心
理
小
説
を
翻
訳
し
、
自

ら
も
心
理
分
析
的
小
説
作
品
群
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
施
に
関
し
て

は
フ
ロ
イ
ト
の
心
理
分
析
理
論
や
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
小
説
の
受
容
と
影
響
が
こ

れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
心
理
小
説
の
源
流
を
遡
っ
て
み
れ
ば
、
シ

ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
の
師
匠
に
当
た
る
ハ
ム
ス
ン
の
存
在
が
無
視
で
き
な
く
な
る
だ

ろ
う
。
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
の
影
響
を
受
け
る
と
同
時
に
、
間
接
的
に
ハ
ム
ス
ン

の
文
学
か
ら
も
触
発
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
施
蟄
存
に
と
っ
て
ハ
ム

ス
ン
文
学
が
一
つ
の
通
過
点
と
な
っ
た
と
捉
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
具
体

的
な
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

四

終
わ
り
に

『
最
小
』
第
百
十
七
号
掲
載
の
「
中
国
文
芸
協
会
成
立
会
記
」
（
記
者
、
一

九
二
三
年
十
月
二
十
三
日
）
に
よ
る
と
、
上
海
大
世
界
の
寿
石
山
房
で
鴛
派
作

家
の
包
天
笑
、
周
痩
鵑
、
胡
寄
塵
、
徐
卓
呆
ら
三
十
九
人
が
参
加
し
て
、
「
中

国
文
芸
協
会
」
の
成
立
大
会
が
開
か
れ
、
袁
寒
雲
が
主
席
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
会
で
採
択
さ
れ
た
中
国
文
芸
協
会
「
簡
章
」
は
協
会
の
宗
旨
を
「
文
芸

を
研
究
し
、
道
徳
を
磨
き
、
互
助
の
精
神
に
基
づ
き
文
化
の
発
展
を
求
め
る
」

（
六
一
）

と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
協
会
主
要
メ
ン
バ
ー
よ
り
一
回
り
下
の
世
代
の
施

蟄
存
ら
「
後
進
作
者
」
は
、
鴛
派
と
新
文
学
派
が
発
起
し
た
組
織
を
参
照
し
な

が
ら
維
娜
絲
文
学
会
を
発
起
し
て
文
壇
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
さ
ら
に

同
会
の
胡
寄
塵
、
施
蟄
存
、
朱
維
基
、
黄
厚
生
ら
は
新
文
学
派
、
鴛
派
双
方
の

刊
行
物
に
投
稿
し
、
両
派
の
作
家
た
ち
と
交
友
関
係
を
深
め
た
が
、
や
が
て
一

派
の
文
学
に
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
感
情
を
持
ち
、
別
の
一
派
の
道
を
歩
ん
で
い

っ
た
。
同
時
代
性
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
鴛
派
、
新
文
学
派
の
両
者
は
対
立

す
る
一
方
で
、
共
通
の
問
題
意
識
を
抱
え
、
作
品
の
文
学
性
に
お
い
て
も
相
違

点
と
同
時
に
共
通
点
も
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。
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蘭
社
で
の
活
動
か
ら
之
江
大
学
在
学
中
の
小
説
集
『
江
干
集
』
出
版
及
び
維

娜
絲
文
学
会
の
発
起
に
至
る
施
蟄
存
の
精
力
的
な
活
動
ぶ
り
か
ら
、
「
杭
州
」

が
確
か
に
彼
に
と
っ
て
文
学
的
出
生
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

「
浮
生
雑
詠
八
〇
首
」
収
録
の
「
郷
関
慚
愧
説
杭
州
」
（
故
郷
は
恥
ず
か
し
な

が
ら
杭
州
と
言
う
）
の
一
句
中
の
「
郷
関
」
と
は
、
施
蟄
存
に
と
っ
て
、
単
な

る
生
地
を
指
す
の
で
は
な
く
、
彼
の
文
学
的
「
郷
関
」
、
い
わ
ゆ
る
発
祥
点
、

起
点
を
も
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
蘭
社
で
の
精
力
的
な
文
学
活
動

（
六
二
）

に
よ
っ
て
、
施
は
上
海
の
鴛
派
作
家
に
文
学
者
と
し
て
の
実
力
が
大
い
に
認
め

ら
れ
、
文
学
青
年
と
し
て
の
自
信
を
得
た
後
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し
て
、

活
躍
の
舞
台
を
上
海
に
移
し
た
の
だ
。

施
蟄
存
は
初
期
の
試
作
期
に
お
い
て
チ
ェ
ホ
フ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
な
ど
の
外

国
作
家
が
描
く
小
人
物
の
悲
惨
な
運
命
に
注
目
し
、
松
江
の
文
学
工
場
時
期
に

は
ソ
連
文
学
に
興
味
を
示
し
て
も
い
る
。
そ
の
後
、
ハ
ム
ス
ン
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ

（
六
三
）

ラ
ー
の
心
理
分
析
小
説
な
ど
の
翻
訳
・
受
容
・
模
倣
を
体
験
し
、
小
説
集
『
小

珍
集
』
（
一
九
三
六
）
を
上
梓
し
た
。
こ
の
よ
う
な
施
蟄
存
の
外
国
文
学
体
験

は
、
維
娜
絲
文
学
会
で
自
ら
掲
げ
た
宗
旨
の
「
外
国
文
学
の
紹
介
」
の
実
践
で

あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、
施
蟄
存
は
三
〇
年
代
の
「
文
芸
大
衆
化
」
に

際
し
て
は
、
伝
統
的
な
話
本
、
演
義
、
伝
奇
の
叙
述
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
た
上

で
、
創
作
に
再
び
そ
れ
ら
の
手
法
を
取
入
れ
な
が
ら
、
最
大
限
に
欧
化
文
法
を

排
除
し
、
筆
記
風
の
小
説
「
猟
虎
記
」
と
、
唐
伝
奇
風
の
小
説
「
黄
心
大
師
」

の
創
作
を
試
み
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
も
維
娜
絲
文
学
会
で
打
ち
出
し
た
「
新

旧
文
学
と
も
に
通
じ
る
」
と
い
う
目
標
の
実
践
で
も
あ
り
、「
新
旧
我
無
成
見
」

と
い
う
彼
の
文
学
的
立
場
の
一
展
開
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
文
学
社
団
と
し
て
の
蘭
社
、
青
鳳
社
、
瓔
珞
社
に
お
け
る
施
蟄
存
の

活
動
を
考
察
し
て
き
た
が
、
彼
の
鴛
派
か
ら
新
文
学
派
へ
の
移
行
と
は
、「
旧
」

文
学
か
ら
「
新
」
文
学
へ
の
突
然
の
転
進
で
は
な
く
、
持
続
的
有
機
的
な
文
芸

活
動
の
発
展
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
彼
は
「
新
文
学
へ
の
転
進
」
に
つ
い
て

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
転
進
時
期
及
び
文
学
創
作
の
起
点
に
関
す
る

説
明
に
は
度
々
微
妙
な
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
ま
で
『
小

（
六
四
）

説
月
報
』
で
の
「
娟
子
」
の
発
表
と
、
葉
聖
陶
ら
の
新
文
学
派
作
家
と
の
交
遊

が
、
施
の
新
文
学
へ
の
転
進
の
証
左
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
転
進
後
の
作
品

を
初
期
の
試
作
と
比
べ
て
読
む
と
、
質
的
な
断
絶
よ
り
も
連
続
性
の
方
が
濃
厚

で
あ
る
。
施
蟄
存
は
、
清
末
以
来
の
旧
文
学
及
び
五
四
新
文
学
を
吸
収
し
、
三

（
六
五
）

〇
年
代
と
い
う
民
国
期
文
学
黄
金
時
代
に
お
い
て
本
格
的
な
文
学
活
動
を
開
花

さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

注
（
一
）
原
文
：
一
九
二
三
年
，
我
在
杭
州
之
江
大
学
肄
業
，
與
友
人
戴
望
舒
、
張
天
翼

等
辧
此
小
刊
物
，
其
時
尚
属
於
鴛
鴦
蝴
蝶
派
文
人
，
故
頗
有
旧
文
学
気
味
。

（
二
）
原
文
：
不
知
天
壌
間
尚
有
存
者
否
？

（
三
）
朱
健
国
「
施
蟄
存
的
第
五
扇
窓
戸
」
、
『
文
学
自
由
談
』
第
九
十
八
期
、
二
〇
〇

四
年
五
月
。
原
文
：
我
在
中
学
就
是
鴛
鴦
蝴
蝶
派
的
領
導
人
。

（
四
）
原
文
：
一
些
人
他
們
還
比
我
遅
。
同
注
三
。

（
五
）
施
蟄
存
『
燈
下
集
』
（
開
明
書
店
、
一
九
九
四
、
五
十
八
頁
）
を
参
照
。
原
文
：

到
現
在
許
多
人
罵
我
曾
経
是
鴛
鴦
蝴
蝶
派
文
人
，
以
為
這
是
我
的
不
名
誉
處
。

（
六
）
施
蟄
存
ら
の
社
団
活
動
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
多
数
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

楊
之
華
『
文
壇
史
料
』
（
大
連
書
店
、
一
九
四
四
）
、
金
理
『
従
蘭
社
到
「
現
代
」

―
以
施
蟄
存
、
戴
望
舒
、
杜
衡
及
劉
吶
鷗
為
核
心
的
社
団
研
究
』
（
上
海
書
店
出
版

社
、
二
〇
〇
八
）
の
ほ
か
、
施
建
偉
『
中
国
現
代
文
学
流
派
論
』
（
人
民
出
版
社
、

一
九
八
六
）
、
賈
植
芳
等
編
『
中
国
現
代
社
団
研
究
』
（
江
蘇
教
育
出
版
社
、
一
九
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八
九
）
、
趙
凌
河
『
中
国
現
代
社
団
論
』
（
遼
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
な
ど

が
あ
る
。
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
な
か
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
か
っ

た
施
蟄
存
の
二
〇
年
代
初
期
に
お
け
る
維
娜
絲
文
学
会
、
青
鳳
文
学
会
ら
の
活
動

を
視
野
に
入
れ
、
彼
の
文
学
観
が
如
何
に
後
期
の
社
団
活
動
に
お
い
て
展
開
し
て

い
っ
た
か
を
検
討
し
た
い
。

（
七
）
子
厳
「
悪
趣
味
的
毒
害
」
、
『
晨
報
副
鐫
』
一
九
二
二
年
十
月
二
日
を
参
照
。

（
八
）
西
諦
「
消
閑
？
」
、
『
文
学
旬
刊
』
一
九
二
一
年
七
月
三
十
日
、
西
諦
「
悲
観
」
、

『
文
学
旬
刊
』
一
九
二
二
年
五
月
一
日
、
『
小
説
月
報
』
一
九
二
二
年
八
月
（
第
十

三
巻
第
八
期
）
「
通
信
」
欄
に
読
者
王
桂
栄
の
投
書
な
ど
を
参
照
。

（
九
）
王
建
輝
『
出
版
與
近
代
文
明
』
（
河
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
一
七
六
～
一

八
三
頁
。

（
一
〇
）
茅
盾
編
『
中
国
新
文
学
大
系
一
九
一
七
～
一
九
二
七
小
説
一
集
』
「
導
論
」
を

参
照
。
原
文
：
各
地
文
学
社
団
活
動
和
小
型
刊
物
的
出
版
，
就
好
比
是
尼
羅
河
的

大
氾
濫
。

（
一
一

）
「
雅
集
」
と
は
文
人
雅
士
の
集
ま
り
で
あ
る
。
「
雅
集
」
の
由
来
は
中
国
文
化
史

上
有
名
な
「
西
園
雅
集
」
（
北
宋
）
か
ら
来
て
い
る
。
「
西
園
雅
集
」
以
来
、
士
大

夫
階
級
で
は
作
詩
、
作
賦
、
詩
鐘
、
ク
イ
ズ
シ
ョ
ー
や
遊
園
、
唱
酬
を
行
う
重
要

な
文
化
活
動
と
し
て
の
「
雅
集
」
が
定
着
し
た
。
王
喜
明
「
雅
集
漫
話
」
、『
書
屋
』

（
書
屋
雑
誌
社
、
二
〇
一
〇
）
第
九
期
、
四
十
六
～
四
十
八
頁
を
参
照
。
南
社
第

一
回
目
の
「
雅
集
」
は
蘇
州
の
虎
丘
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（
一
二

）
范
伯
群
『
中
国
現
代
通
俗
文
学
史
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
な
ど
で

は
『
長
青
』
が
全
国
の
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
世
の
中
に
も
う
残

さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
、
と
記
し
て
い
る
。
筆
者
は
幸
運
に
も
二
〇
一
〇
年
春
に

上
海
図
書
館
で
『
長
青
』
を
発
見
す
る
に
至
り
、
そ
れ
に
関
す
る
紹
介
資
料
を
「
関

與
『
長
青
』
」
と
題
し
、
『
新
文
学
史
料
』
第
四
期
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）
に
掲

載
。

（
一
三

）
原
文
：
長
青
也
。
我
全
体
社
員
心
血
之
花
也
。

（
一
四

）
例
え
ば
『
半
月
』
は
「
紅
禅
記
漫
記
」
を
「
ず
ば
ぬ
け
て
い
る
作
品
」
と
し
て

評
価
し
て
い
る
。
『
虎
林
』
の
編
集
者
黄
転
陶
は
「
青
萍
談
吐
」
を
「
小
説
創
作
に

つ
い
て
の
議
論
は
極
め
て
説
得
力
が
あ
り
、
小
説
を
作
る
人
に
と
っ
て
助
け
に
な

る
」（
原
文
：
論
作
小
説
頗
能
中
肯
亦
小
説
作
者
之
一
助
也
）
と
称
賛
し
、
ま
た
『
婦

女
旬
刊
』
の
編
集
者
は
「
新
婦
女
之
敵
」
を
「
論
説
が
極
め
て
透
徹
で
あ
る
。
こ

の
方
の
小
説
の
文
章
は
素
晴
ら
し
い
と
言
え
る
」
（
原
文
：
説
来
精
透
極
了
。
此
君

的
小
説
詞
章
。
可
算
臻
極
）
と
た
た
え
て
い
る
。

（
一
五

）
王
受
生
「
記
卡
党
大
会
」
、
『
最
小
』
第
一
六
八
期
、
一
九
二
五
年
四
月
十
五
日
。

（
一
六

）
「
評
改
制
後
的
小
説
月
報
」
、
『
良
晨
』
第
二
期
、
一
九
二
二
年
五
月
二
十
一
日
。

原
文
：
表
示
読
者
都
是
卑
下
層
的
作
品
。

（
一
七

）
「
杭
州
的
報
屁
股
」
（
下
）
。
原
文
：
編
者
都
是
属
小
説
界
的
健
者
。
他
們
作
品
早

已
在
海
上
風
行
。
該
報
編
法
與
内
容
。
可
称
全
浙
之
魁
。

（
一
八

）
第
五
期
（
一
九
二
三
年
八
月
十
六
日
）
。
原
文
：
蘭
友
大
家
暁
得
是
小
報
中
之
覇

王
。
蘭
社
社
員
的
心
血
結
晶
物
。
幾
個
著
述
。
都
是
很
有
名
。

（
一
九

）
緑
「
文
壇
消
息
」
、
『
緑
痕
』
第
三
期
、
一
九
二
三
年
七
月
二
一
日
、
ま
た
は
『
時

報
』
一
九
二
三
年
八
月
八
日
、
署
名
「
修
甫
」
の
記
事
を
参
照
。

（
二
〇

）
『
蘭
友
』
の
停
刊
に
関
し
て
は
、
ほ
か
の
一
説
が
あ
る
。
『
緑
痕
』
第
二
期
（
一

九
二
三
年
七
月
十
一
日
）
の
「
文
壇
消
息
」
に
よ
る
と
、
『
蘭
友
』
は
第
十
八
期
か

ら
紙
幅
を
増
加
し
、
小
説
や
エ
ッ
セ
ー
を
多
く
掲
載
す
る
。
四
十
八
行
に
変
更
す

る
と
い
う
。
原
文
：
蘭
友
第
十
八
期
起
増
加
篇
幅
。
多
登
小
説
及
雑
論
。
改
為
四

十
八
行
云
。
第
十
八
期
は
未
見
。
実
際
に
発
刊
し
た
か
ど
う
か
、
不
明
。

（
二
一

）
「
施
青
萍
」
特
集
号
に
「
閨
誥
」
、
「
名
人
之
情
書
」
、
「
蘭
閨
月
令
」
ら
の
六
篇
が

掲
載
し
て
い
る
。『
緑
痕
』
第
六
期
（
一
九
二
三
年
八
月
二
十
四
日
）
、「
文
壇
消
息
」

を
参
照
。

（
二
二

）
『
緑
痕
』
（
杭
州
岳
王
路
第
三
号
に
位
置
す
る
緑
社
の
同
人
誌
で
あ
る
。
『
蘭
友
』

の
ス
タ
イ
ル
を
真
似
し
て
『
緑
痕
』
を
発
行
し
た
）
第
七
期
、
一
九
二
三
年
九
月

五
日
を
参
照
。
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（
二
三

）
原
文
：
本
会
以
破
除
新
旧
意
見
。
順
会
員
内
心
之
情
感
。
発
為
作
品
。
以
創
設

中
国
新
文
学
為
宗
旨
一
。
以
整
理
中
国
旧
文
学
為
宗
旨
二
。
以
研
究
及
介
紹
世
界

文
学
為
宗
旨
三
。

（
二
四

）
原
文
：
青
萍
対
於
新
文
学
旧
文
学
。
都
有
研
究
和
心
得
。

（
二
五

）
『
最
小
』
第
九
二
号
、
一
九
二
三
年
九
月
五
日
に
掲
載
。
詳
細
は
拙
稿
「
文
壇
デ

ビ
ュ
ー
期
の
施
蟄
存
―
『
新
旧
我
無
成
見
』
を
中
心
に
」
（
『
野
草
』
八
十
五
號
、

二
〇
一
〇
年
二
月
）
を
参
照
。

（
二
六

）「
各
作
品
は
み
な
描
写
に
極
め
て
優
れ
、
特
に
真
摯
な
天
性
を
描
き
だ
し
て
い
る
」

（
原
文
：
篇
篇
都
極
描
写
之
能
事
。
而
尤
以
描
摹
天
性
的
真
摯
）
、
朱
智
先
「
評
『
江

干
集
』
」
、
『
最
小
』
第
九
三
号
、
一
九
二
三
年
九
月
七
日
を
参
照
。
徐
碧
波
が
「
浪

漫
談
」
（
『
世
界
小
報
』
第
二
七
一
号
、
一
九
二
三
年
十
一
月
十
三
日
）
に
、
『
江
干

集
』
を
読
ん
だ
後
、
「
ま
る
で
口
に
オ
リ
ー
ブ
を
入
れ
た
よ
う
に
、
豊
か
な
味
わ
い

が
な
か
な
か
消
え
な
い
」
（
原
文
：
果
覚
如
啖
諫
果
、
津
津
然
味
美
於
回
）
と
称
賛

し
て
い
る
。
金
君
珏
「
読
『
江
干
集
』
後
」
（
『
世
界
小
報
』
第
三
七
七
号
、
一
九

二
四
年
三
月
七
日
）
が
同
書
の
デ
ザ
イ
ン
を
「
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
精
緻
且
つ
優
雅

さ
は
、
十
分
人
に
美
感
を
覚
え
さ
え
る
」
（
原
文
：
至
其
式
様
之
精
雅
、
尤
足
令
人

発
生
美
感
）
と
称
賛
し
て
い
る
。

（
二
七

）
『
世
界
小
報
』
第
二
九
二
号
（
一
九
二
三
年
十
二
月
四
日
）
を
参
照
。
原
文
：
直

已
抉
得
畏
盧
精
微
要
竅
、
最
為
余
所
欽
佩
者
、
非
但
不
強
分
新
旧
畛
域
、
且
従
而

調
剤
之
。

（
二
八

）
原
文
：
我
也
不
願
立
在
旧
派
作
家
中
。
我
更
不
希
望
立
在
新
作
家
中
。
我
也
不

願
做
一
個
調
和
新
旧
者
。
我
只
是
立
在
我
自
己
的
地
位
。
操
着
合
我
自
己
意
志
的

筆
。
做
我
自
己
的
小
説
。

（
二
九

）
小
説
痴
「
説
林
片
集
」
、
『
微
光
』
第
二
期
、
一
九
二
四
年
三
月
二
日
。
原
文
：

凡
著
作
界
中
人
皆
常
三
復
斯
言
。

（
三
〇

）
原
文
：
我
們
很
愉
快
很
自
由
地
集
合
了
，
互
助
着
研
究
我
們
所
愛
的
文
学
，
現

在
我
們
覚
得
我
們
正
如
鳳
鳥
一
様
地
在
香
木
中
燃
焼
，
我
們
希
望
将
来
的
美
麗
和

永
生
，
所
以
我
們
便
以
青
鳳
作
為
我
們
的
集
合
名
字
。
／
我
們
也
没
有
一
定
的
組

織
；
也
没
有
章
程
，
也
没
有
什
麼
宣
言
。
我
們
只
是
很
愉
快
地
報
告
我
們
的
同
志

道
：
「
我
們
的
青
鳳
文
学
会
従
今
天
起
成
立
了
」
。

（
三
一

）
上
海
市
委
党
史
資
料
征
集
委
員
会
編
集
、
王
家
貴
ら
著
『
上
海
大
学
―
一
九
二

二
～
一
九
二
七
』
（
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八
六
）
及
び
『
上
海
大
学
史

料
』
（
復
旦
大
学
出
版
社
、
一
九
八
四
）
の
中
で
青
鳳
文
学
会
を
取
上
げ
て
い
る
。

（
三
二

）
青
鳳
文
学
会
の
「
鳳
」
の
鳥
名
や
、
蘭
社
に
「
蘭
」
の
花
の
名
の
使
用
か
ら
も
、

施
蟄
存
ら
の
伝
統
的
審
美
感
が
窺
わ
れ
る
。
五
四
新
文
学
派
の
出
版
物
が
「
新
」

の
文
字
を
よ
く
用
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
実
際
に
「
青
鳳
」
、
「
蘭
社
」
の
名
は

星
社
、
青
社
、
紫
羅
蘭
な
ど
の
鴛
鴦
蝴
蝶
派
の
社
団
名
、
同
人
誌
名
と
類
似
し
て

お
り
、
青
凰
社
と
鴛
鴦
蝴
蝶
派
と
の
文
学
的
セ
ン
ス
、
趣
向
に
お
い
て
の
合
致
性

が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
青
鳳
文
学
会
の
趣
旨
に
関
し
て
、
『
民
国
日
報
』

副
刊
「
覚
悟
」
及
び
『
小
説
月
報
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
、
彼
ら
の
愛
す
る
文
学
を
研
究
す
る
」
（
原
文
：
互
助
着
研
究
他
們

所
愛
的
文
学
）
一
文
か
ら
彼
ら
は
あ
く
ま
で
も
自
ら
の
趣
味
を
重
ん
ず
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
文
学
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
こ
か
ら
は
社
会

改
革
な
ど
重
大
な
歴
史
的
使
命
を
担
う
こ
と
は
目
指
す
新
文
学
派
と
の
質
的
な
相

違
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
三
三

）
戴
夢
鴎
、
施
青
萍
「
蘇
州
的
二
日
」
、
『
世
界
小
報
』
第
二
二
二
号
（
一
九
二
三

年
九
月
二
六
日
）
を
参
照
。

（
三
四

）「
施
先
生
、
小
説
原
稿
は
す
で
に
拝
見
し
た
。
住
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
沫
若
」
。

原
文
：
「
施
先
生
：
小
説
稿
已
奉
読
，
請
把
住
址
示
我
。
沫
若
。
」

（
三
五

）
朱
健
国
「
施
蟄
存
的
第
五
扇
窓
戸
」
、
『
文
学
自
由
談
』
第
九
十
八
期
、
二
〇
〇

四
年
五
月
。
原
文
：
看
到
了
這
個
学
校
読
書
不
行
。

（
三
六

）
沈
子
成
「
記
水
沫
社
」
、
『
小
説
月
報
』
（
一
九
四
〇
年
十
月
創
刊
、
聯
華
広
告
公

司
出
版
部
発
行
）
第
四
十
一
期
、
一
九
四
四
年
五
月
十
五
日
を
参
照
。
原
文
：
系

採
微
小
珍
貴
之
意
（
瓔
珞
本
系
古
代
珠
玉
連
成
之
珍
貴
頸
飾
）
。
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（
三
七

）
「
安
華
」
―
施
蟄
存
、
「
信
芳
」
―
戴
望
舒
、
「
白
冷
」
、
「
徳
疇
」
、
「
禹
生
」
―
杜

衡
。

（
三
八

）
「
青
萍
談
吐
」
、
『
虎
林
』
第
五
期
（
一
九
二
三
年
五
月
二
十
六
日
）
に
掲
載
。
署

名
施
青
萍
。
原
文
：
惟
所
惜
吾
儕
近
来
無
紹
介
西
洋
文
学
者
。
且
無
一
與
小
説
月

報
性
質
相
同
之
雑
誌
。
故
相
形
之
下
。
似
少
拙
耳
。
不
則
如
新
文
学
家
言
。

（
三
九

）
拙
稿
「
『
広
州
民
国
日
報
』
に
新
発
見
す
る
施
蟄
存
の
作
品
に
つ
い
て
」
、
『
中
国

文
芸
研
究
会
会
報
』
第
三
五
一
号
（
二
〇
一
一
年
一
月
三
〇
日
）
を
参
照
。

（
四
〇

）
施
蟄
存
「
我
的
創
作
生
活
之
歴
程
」
、
『
灯
下
集
』
六
十
一
頁
を
参
照
。
原
文
：

独
自
去
走
一
条
新
的
路
径
。

（
四
一

）
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
と
施
蟄
存
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
、
斎
藤
敏
康
「
施
蟄
存
とA

.

シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
『
婦
心
三
部
曲
』
と
『
霧
』
、『
春
陽
』
」
、『
野
草
』
第
六
六
号
（
二

〇
〇
〇
）
、
及
び
張
東
書
、
陳
慧
忠
「
施
蟄
存
與
顕
尼
志
勒
」
、
『
中
国
比
較
文
学
』

第
四
期
（
一
九
八
七
）
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。

（
四
二

）『
劉
吶
鷗
全
集
―
日
記
集
（
上
）
』（
台
南
県
文
化
局
、
二
〇
〇
一
）
三
月
八
日
に
、

「
施
蟄
存
の
新
作
の
小
説
「
紅
衫
」
を
ま
だ
幼
稚
の
領
域
を
脱
し
て
い
な
い
」
（
原

文
：
看
施
君
的
短
篇
「
紅
衫
」
還
不
服
出
幼
稚
之
域
）
と
書
い
て
い
る
。
「
紅
衫
」

は
、
短
篇
小
説
「
娟
子
」（
『
小
説
月
報
』
第
十
九
巻
第
一
号
（
一
九
二
八
年
一
月
）

に
掲
載
）
の
改
題
前
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
「
娟
子
」
で
は
ヒ
ロ
イ
ン
娟

子
の
「
紅
衫
」
（
赤
い
毛
糸
の
セ
ー
タ
ー
）
が
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
現
れ
て
お

り
、
ま
た
登
場
人
物
で
あ
る
蕪
村
が
燃
や
す
性
欲
の
象
徴
で
も
あ
る
。
彼
が
こ
れ

を
娟
子
の
体
か
ら
強
引
に
剥
ぎ
と
っ
て
懐
に
抱
き
締
め
る
シ
ー
ン
は
、
女
弟
子
の

体
臭
を
残
す
「
蒲
団
」
に
時
雄
が
顔
を
埋
め
、
匂
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
泣
く
と
い
う

田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』
の
結
末
を
連
想
さ
せ
る
。

（
四
三

）『
劉
吶
鷗
全
集
―
日
記
集
（
上
）
』（
台
南
県
文
化
局
、
二
〇
〇
一
）
の
一
月
四
日
、

十
九
日
を
参
照
。

（
四
四

）
施
蟄
存
「
最
後
一
個
老
朋
友
―
―
馮
雪
峰
」
、
『
北
山
散
文
集
（
一
）
』
二
八
六
頁

を
参
照
。

（
四
五

）
そ
の
後
、
光
華
書
局
は
「
水
沫
社
」
の
文
字
が
印
字
さ
れ
た
「
蛍
光
叢
書
」
を

一
九
二
九
年
四
月
か
ら
続
々
と
出
版
す
る
に
至
る
。
同
叢
書
の
中
に
は
、
施
蟄
存

が
柳
安
の
筆
名
で
翻
訳
し
た
イ
タ
リ
ア
作
家
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の
『
十
日
物
語
』（
『
デ

カ
メ
ロ
ン
』
）
と
、
孫
昆
泉
が
翻
訳
し
た
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
『
フ
ォ
マ
・
ゴ
ル
デ
ー
エ

フ
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
四
六

）
「
水
沫
社
彳
亍
叢
書
」
の
「
彳
亍
」
は
施
蟄
存
「
懐
開
明
書
店
」
（
『
北
山
散
文
集

（
一
）
』
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
、
三
三
二
頁
）
に
よ
る
と
、
「
独
力

で
行
い
、
行
動
を
共
に
す
る
も
の
が
な
い
と
の
寓
意
で
あ
る
」
。
原
文
：
寓
独
行
無

伴
之
意
。「
彳
亍
叢
書
待
刊
書
目
」
リ
ス
ト
に
は
、
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
『
黒
猫
』（
施

蟄
存
訳
）
、
森
鴎
外
の
『
杯
』
（
馮
雪
峰
訳
）
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
の
『
ベ
ル
タ
・
ガ

ル
ラ
ン
夫
人
』
（
施
蟄
存
訳
）
な
ど
七
カ
国
の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
四
七

）
一
九
二
八
年
十
一
月
二
十
九
日
、
上
海
で
開
い
た
「
新
書
業
公
会
第
二
次
籌
備

会
」
に
第
一
線
書
店
も
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
『
北
新
書
局
與
中
国
現
代
文

学
』
（
上
海
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
三
頁
）
を
参
照
。

（
四
八

）
『
無
軌
列
車
』
第
一
号
、
一
九
二
八
年
九
月
十
日
。
挿
入
広
告
を
参
照
。
原
文
：

可
以
担
保
永
不
脱
期
。

（
四
九

）
『
無
軌
列
車
』
第
一
号
、
一
九
二
八
年
九
月
十
日
。
挿
入
広
告
を
参
照
。
原
文
：

満
足
你
這
許
多
欲
求
的
最
精
緻
的
小
刊
物
。

（
五
〇

）
『
色
情
文
化
』
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
藤
井
省
三
「
台
湾
人
『
新
感
覚
派
』
作
家

劉
吶
鴎
に
お
け
る
一
九
二
七
年
の
政
治
と
『
性
事
』
―
―
日
本
短
篇
小
説
集
『
色

情
文
化
』
の
中
国
語
訳
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
二
〇
〇
七
年
台
日
國
際
學
術
交
流
國
際

會
議
論
文
集
：
殖
民
化
與
近
代
化
―
検
視
日
治
時
代
的
台
湾
』（
亜
東
関
係
協
会
編
、

台
北
・
外
交
部
出
版
、
二
〇
〇
七
、
一
二
六
～
一
三
九
頁
）
を
参
照
。

（
五
一

）
沈
子
成
「
記
水
沫
社
」
、
『
小
説
月
報
』
第
四
十
一
期
、
一
九
四
四
年
五
月
十
五

日
。

（
五
二

）
原
文
：
惟
一
的
中
国
現
代
文
芸
月
刊
。

（
五
三

）
随
初
（
黄
天
佐
）
「
我
所
認
識
的
劉
吶
鷗
先
生
」
、
『
華
文
毎
日
』
第
四
十
九
号
、
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一
九
四
〇
年
十
一
月
一
日
。
原
文
：
当
時
的
水
沫
書
店
是
受
了
日
本
文
壇
左
翼
作

品
盛
行
的
影
響
，
成
為
左
翼
作
家
的
大
本
営
，
左
翼
份
子
常
仮
借
該
書
店
楼
上
開

会
。

（
五
四

）
施
蟄
存
「
我
們
経
営
過
三
個
書
店
」
、
『
北
山
散
文
集
（
一
）
』
（
華
東
師
範
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
一
、
三
一
六
頁
）
を
参
照
。

（
五
五

）
「
文
芸
短
訊
欄
目
」
、
『
草
野
』
第
四
巻
第
五
号
、
一
九
三
一
年
一
月
十
六
日
。

（
五
六

）
水
沫
来
函
「
水
沫
書
店
の
購
買
部
の
旧
住
所
は
営
業
開
始
し
、
新
書
数
十
種
の

出
版
を
計
画
中
で
あ
る
と
い
う
」
、
『
草
野
』
一
九
三
一
年
一
月
三
十
日
。
原
文
：

聞
仮
水
沫
書
店
門
市
部
旧
址
。
開
始
営
業
。
並
計
画
中
即
将
出
版
新
書
数
十
種
云
。

（
五
七

）
水
沫
社
同
人
「
書
業
別
訊
―
水
沫
書
店
来
函
摘
刊
」
、
『
草
野
』
一
九
三
〇
年
十

一
月
十
日
。

（
五
八

）
『
北
山
散
文
集
（
一
）
』
三
〇
七
頁
を
参
照
。

（
五
九

）
シ
ン
ガ
ー
（Isaac

B
ashevis

S
inger

）
は
「
二
〇
世
紀
の
現
代
派
小
説
は
ハ
ム
ス

ン
か
ら
始
ま
る
」
（"T

he
w
hole

m
odern

school
of
fiction

in
the

tw
entieth

century

stem
s
from

H
am
sun.

T
hey

w
ere

all
H
am
sun's

disciples:
T
hom

as
M
ann

and

A
rthur

S
chnitzler

.
.
.
and

even
such

A
m
erican

w
riters

as
F
itzgerald

and

em
ingw

ay."

）
と
評
し
て
い
る
。
何
成
洲
『
対
話
北
欧
経
典
―
―
易
卜
生
、
斯
特
林

堡
與
哈
姆
生
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
、
九
九
頁
）
を
参
照
。

（
六
〇

）
王
文
彬
『
雨
巷
中
走
出
的
詩
人
―
―
戴
望
舒
伝
論
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
六
、

六
二
頁
）
を
参
照
。

（
六
一

）
原
文
：
研
究
文
芸
砥
礪
道
徳
本
互
助
之
精
神
謀
文
化
之
発
展
。

（
六
二

）
謝
魯
渤
「
我
眼
中
的
杭
州
詩
意
」
、
『
美
文
』
二
〇
〇
八
年
第
一
期
を
参
照
。

（
六
三

）
施
蟄
存
は
一
九
二
九
年
頃
に
は
「
花
」
、
「
阿
秀
」
ら
の
プ
ロ
文
学
を
も
創
作
し
、

『
新
文
芸
』
に
発
表
し
た
。

（
六
四

）
例
え
ば
一
九
八
三
年
発
表
の
「
羅
洪
，
其
人
及
其
作
品
」（
『
北
山
散
文
集
（
二
）
』
、

一
〇
三
三
頁
）
で
は
、「
私
は
一
九
二
四
年
か
ら
新
文
学
創
作
を
始
め
た
」
と
述
べ
、

二
〇
〇
一
年
刊
行
の
『
世
紀
老
人
的
話
―
施
蟄
存
巻
』
（
遼
寧
教
育
出
版
社
、
四
〇

頁
）
で
は
、
「
『
瓔
珞
』
創
刊
時
（
筆
者
注
：
一
九
二
六
年
）
に
は
頃
、
私
は
す
で

に
鴛
鴦
蝴
蝶
派
文
学
か
ら
新
文
学
の
創
作
へ
と
変
化
し
て
い
た
」（
原
文
：
『
瓔
珞
』

創
刊
時
，
我
已
従
鴛
鴦
蝴
蝶
派
文
学
転
変
到
投
入
新
文
学
創
作
之
中
）
と
述
べ
、

一
九
九
六
年
刊
行
の
『
十
年
創
作
集
』
（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
）
「
引
言
」
で
は

「
私
は
自
分
の
創
作
人
生
を
一
九
二
六
年
か
ら
計
算
し
始
め
る
。
『
上
元
灯
』
を
一

九
二
六
年
に
執
筆
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
記
し
、
一
九
九
六
年
刊
行
の
『
施
蟄
存

文
集
』
（
一
九
九
六
）
「
序
言
」
で
は
「
文
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
一
九
二
八
年
に

定
め
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
多
く
の
研
究
者
は
施
蟄
存
が
一
九
二
八
年
か
ら

新
文
学
の
創
作
を
始
め
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
「
一
九
二
八
」
が
四
説
の

内
の
一
説
と
し
て
重
視
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
年
に
施
蟄
存
が
短
篇
小
説
「
娟
子
」

を
新
文
学
派
の
機
関
誌
『
小
説
月
報
』
（
一
九
二
八
年
一
月
）
に
初
め
て
発
表
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
六
五

）
例
え
ば
、
初
期
施
蟄
存
小
説
で
主
要
人
物
の
系
譜
を
構
成
す
る
感
傷
的
男
性
は
、

い
わ
ゆ
る
「
新
文
学
へ
転
進
」
後
の
作
品
「
娟
子
」
な
ど
で
も
主
人
公
と
な
っ
て

い
る
。
詳
細
は
拙
稿
「
施
蟄
存
の
初
期
恋
愛
小
説
に
つ
い
て
」
、
『
東
方
学
』
第
一

二
二
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）
を
参
照
。

［
附
記
］
こ
の
論
文
は
二
〇
〇
九
年
十
月
十
日
の
日
中
学
会
第
六
十
一
回
大
会
（
於
埼

玉
市
・
文
教
大
学
）
に
お
け
る
研
究
発
表
及
び
日
中
学
会
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
応
募
論
文
を
大
幅
に
加
筆
修
整
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
蒐
集
に
際
し

て
は
、
東
京
大
学
文
学
部
布
施
博
士
学
術
研
究
基
金
「
若
手
研
究
者
奨
励
費
」

の
助
成
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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執
筆
者
紹
介
（
７
）

●

高
山

大
毅
（
た
か
や
ま

だ
い
き
）

・
一
九
八
一
年
生
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
（
東
ア
ジ
ア
思

想
文
化
）
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）

・
「
「
人
情
」
理
解
と
「
断
章
取
義
」
―
―
徂
徠
学
の
文
芸
論
―
―
」
（
『
国
語

国
文
』
第
七
八
巻
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）
。
「
説
得
は
有
効
か
―
―
近
世
日

本
思
想
の
一
潮
流
―
―
」（
『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）
。

「
『
滄
溟
先
生
尺
牘
』
の
時
代
―
―
古
文
辞
派
と
漢
文
書
簡
―
―
」
（
『
日

本
漢
文
学
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
一
年
）
。

●

小
野

泰
教
（
お
の

や
す
の
り
）

・
一
九
八
一
年
生
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
研
究
科
東
ア
ジ
ア
思
想
文

化
専
門
分
野
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

・
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
助
教

・
「
咸
豊
期
郭
嵩
燾
の
軍
費
対
策
―
―
仁
政
、
西
洋
と
の
関
連
か
ら
見
た
―

―
」
（
『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
一
年
七
月
）
。
「
再

論
湖
南
戊
戌
変
法
―
―
湖
南
巡
撫
陳
宝
箴
与
時
務
学
堂
、
南
学
会
―
―
」

（
鄭
大
華
ほ
か
主
編
『
戊
戌
変
法
与
晩
清
思
想
文
化
転
型
』
北
京
：
社
会

科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
。
「
郭
嵩
燾
・
劉
錫
鴻
の
士
大
夫
観

と
イ
ギ
リ
ス
政
治
像
」
（
『
中
国
哲
学
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
七
年

七
月
）
。
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